
令和８年度 第１回座間総合協議会 議事録 

 

日時：令和８年７月３日（金） 

 場所：ラウンジC 

 

参加者 

【委員】 

加藤充洋（神奈川県立総合教育センター教育指導員） 

  金井徳兼（神奈川工科大学工学部教授） 

  窪 悠久（PTA会長） 

  髙橋（栗原中学校校長） 

  小西伸悟（座間市栗原中学校区青少年健全育成連絡協議会会長） 

廣瀬 道（国際フード製菓専門学校校長） 

  曽根一郎（栗原地区地域代表） 

  山梨 彰（多文化教育コーディネーター） 

 

【本校職員】 

安齋文浩（校長）、磯邉剛司（副校長）、西川潤一（教頭）、松下 徹（事務長） 

有年大樹（総括教諭・未来企画グループ）、原口幸二（総括教諭・管理運営グルー

プ）、幡野仁哉（総括教諭・キャリア支援グループ）、佐藤亮太（総括教諭・生活支援

グループ、佐竹翔太郎（総括教諭・学習支援グループ）中沢裕美（総括教諭・活動支援

グループ）、和田 晃（書記） 

 

１ 委嘱状交付 

２ 校長挨拶 

引き続き、本協議会委員の皆様の御支援・御協力をお願いしたい。 

３ 自己紹介 

各委員および本校職員が挨拶を行った。 

 

４ 会長・副会長選出 

会長に加藤充洋氏、副会長に小西伸悟氏を選出した。 

 

５ 会長挨拶 

キャリア教育の重要性が高まり、総合学科の役割が再認識されている。座間総合高校に

は、国際理解教育とキャリア教育の両輪を柱として、今後も発展してほしい。 

 

６ 議題 

（１）規則及び要綱の改定について 

運営等に関する要綱を基に説明を行った。 

 

（２）規則第４条関係 

学校教育計画について 

・学校要覧を基に、「１ 学校のミッション」及び「２ 学校教育目標」について説明し

た。 



 

教育課程編成について 

・教育課程編成の概要について説明した。 

 

（質問） 新たに開講される科目はあるか。 

（回答） 芸術系科目として「クラフトデザイン」を開講する。 

 

（３）令和７年度学校評価報告書（実施結果）について 

① 学習支援グループ 

今年度の目標としてICTを活用した授業づくりを掲げている。全職員に周知し、授業改善

を図っていく。 

 

（質問） 授業改善の成果を校外に公開する予定はあるか。できれば公開した方がよい。 

（回答） 今年度は校外への公開は予定していないが、今後検討する。 

 

② 生活支援グループ 

比較的落ち着いた生徒が多い。教育相談体制の充実を図るとともに、サポートドッグの

実施やスクリーニング会議を行っている。生徒対応の迅速化を重視し、生徒からのサイン

を見逃さないよう努めている。 

 

③ 活動支援グループ 

学校行事等について、生徒主体で運営できるようグループ全体で取り組んでいる。教員

と生徒のコミュニケーションを図りながら、生徒全体に還元できる活動を目指している。 

（質問） どのように主体性を育成しているのか。 

（回答） 各行事において委員長や副委員長が生徒の前面に立って活動できるよう指導して

いる。 

 

④ 未来企画グループ 

多文化理解教育の推進に努めている。令和８年度は在県外国人生徒特別募集による入

学生が15名となり、前年度より５名増加するため、効果的な授業の進め方を模索してい

る。 

 

⑤ キャリア支援グループ 

キャリア・パスポートを活用し、自身のキャリアについて考える機会を設けている。ま

た、進路の視野拡大を具体的な目標として掲げている。地域との協働により、生徒へ学校

外での学びの機会を提供している。 

 

 

 

⑥ 管理運営グループ 

地域貢献については、安全面に配慮しながら地域貢献デーの実施を検討している。ま

た、これまで一部の部活動や生徒会で実施していた校内清掃について、今年度は３月に全

生徒及びPTAと協力して実施する予定である。 



学校安全については、10月にシェイクアウト訓練を実施する。今年度は授業担当者がい

る時間帯に実施し、生徒自身がどのように身を守るべきかを考える機会としたい。 

事故・不祥事防止の取組として、安全・安心な学校生活の実現に向け、新たに女子更衣

室を設置する。 

 

７ その他 

委員からの意見・質問 

 

（意見） 多文化教育に関して、他校で在留資格が失効し帰国を余儀なくされた事例があっ

た。そのようなケースが発生した場合には、早めに相談してほしい。 

 

（意見）在県外国人生徒が母語を学ぶ機会についても検討してほしい。 

  

（質問）バス事故、修学旅行中の事故、部活動中の事故、学校火災などについて、学校はど

こまで状況を把握できるのか。また、危機管理体制はどのようになっているのか。 

 

（回答）バス遠征については顧問が引率し対応している。部活動の送迎については各家庭で

対応している。修学旅行中の災害対応については現在マニュアルを作成中である。ま

た、SNS上のトラブルについては学校の指導だけでなく保護者の協力も必要である。学

校では、いじめや動画投稿等によるプライバシー侵害について厳しく指導している。 

 

（質問） 避難訓練は夏休み以降の実施となっているが、それ以前には実施しないのか。 

 

（回答） 現状では実施しておらず、夏季休業後に実施する予定である。 

 

（意見） 災害時の対応については、日頃の備えも含めて検討してほしい。 

 

事務長より 

学校予算について説明を行った。 

 

８ 事務連絡 

・教育に関する意識調査について、本校が抽出校となったため、委員各位に回答をお願いし

たい。回答期限は７月末まで。 

・行事日程について連絡を行った。 


